
(1) 戸坂学区社協広報誌 （令和4年11月20日）
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贔疵5 ―
「
コ
ロ
ナ
と
共
存
」
し
て
の

地
域
活
動
に
つ
い
て

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
秋
本平素

よ
り

戸
坂
学
区
社

会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、

戸
坂
社
協
）

の
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
戸
坂

社
協
の
会
長
と
戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議

会
（
戸
坂
3
学
区
る
中
学
校
区
）
の
会
長

も
兼
ね
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
「
戸
坂
小
学
校
創
立
150
周
年
」

の
年
で
あ
り
、
戸
坂
小
学
校
の
校
庭
に
児

童
で
人
文
字
を
描
き
航
空
写
真
を
撮
り
、

記
念
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
記

念
フ
ァ
イ
ル
は
、
全
児
童
に
配
布
さ
れ
戸

坂
社
協
と
し
て
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

約
3
年
問
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動
が

続
い
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、
「
戸

坂
公
民
館
ま
つ
り
」
に
つ
き
ま
し
て
は
耐

震
工
事
を
含
め
4
年
振
り
に
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
、
規
模
縮
小
等
に
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

戸
坂
社
協
主
催
の
主
行
事
で
あ
る
「
盆

踊
り
大
会
」
「
町
民
体
育
祭
」
等
は
、
第

6

波
•
第
7

波
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

来
年
こ
そ
は
開
催
で
き
る
こ
と
を
信
じ
て 昇
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対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
時
の
避
難
所
対
応

が
今
年
度
に
な
り
①
7
月
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨

時
、
②
10
月
の
台
風
14
号
時
と

2
回
あ
り

ま
し
た
。

年
間
行
事
の
一
部
で
あ
る
「
夏
休
み
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
規
模
縮
小
（
参
加
者
制
限
）

で
実
施
し
ま
し
た
。
「
年
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
き
ま
し
て
も
同

程
度
の
規
模
・
内
容
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
で
の
対
応
は
困

難
と
考
え
「
コ
ロ
ナ
と
共
存
（
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
）
」
の
中
で
の
地
域
活
動
・
地
域
行

事
等
の
実
施
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
戸
坂
社
協
と
し
て
は
、
次
の
事

業
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
①
「
戸
坂
と
も

い
き
ネ
ッ
ト
」
（
継
続
中
~
戸
坂
連
合
社

協
）
②
「
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
」
（
継
続
中
i

戸
坂
連
合
社
協
）
③
ゾ
ー
ン
3
0
*

＊
子
ど
も
、
高
齢
者
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
大
前
提

で
あ
り
、
生
活
道
路
を
含
む
定
め
れ
ら
た
区
域
（
ゾ
ー

ン
）
で
車
両
の
最
高
速
度
を
「
時
速
30km」
の
速
度

規
制
を
行
う
。

【
参
考
】

※
戸
坂
城
山
学
区

i
7
か
所

東
浄
学
区
：

9
か
所

貨
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
そ
、
再
認
識
し
よ
う

戸
坂
社
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
1
・
斉

あ
知
ら
せ
ー
・

1体まき
か操戸す活現
所一坂゜動句
ノでが学 ホ
付 11区イ広
わか内 ン島
れ所で 卜市
て、（ょ事で
し＼—→ ヽ
まリ

業は
I 
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

•
い
き
い
き
百
歳
体
操
ニ
戸
坂
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

・
リ
ズ
ム
体
操
』
一
戸
坂
女
性
会

と
も
に
朕
か
そ
う

え
が
お
の
ま
ち
へ
さ
か

支
え
あ
い
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す
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ま
な
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秋
も
深
ま
り
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

現
在

(11
月
上
旬
）
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
患
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
再
流
行
の
兆

し
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ツ
ィ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
予

防
・
対
策
を
行
い
、
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
手
洗
い
・
手
指
消
毒
の
徹
底

一
6
内

＾ 
v 

i ,,-I 

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
死
亡
者

や
重
症
者
の
発
生
を
で
き
る
限
り
減
ら
し
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
接
種
を
進
め
て
い
ま
す
。
年
末
年

始
の
感
染
拡
大
に
備
え
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
の
年
内
接
種
を
ご
検
討
下
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
広
島
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（

6
0
8
2
|

5
1
3
|
2
8
4
7
)
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
（
※
）
と
の

同
時
接
種
も
可
能
で
す
。

•
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

38
℃
以
上
の
発
熱
、

頭
痛、

関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
全
身
倦
怠
感
等
の
症
状
が
比

較
的
急
速
に
現
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
普
通
の
風

邪
と
同
じ
よ
う
に
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
、
咳
等

の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。
小
児
や
高
齢
者
な
ど
は

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
症
状
は
ど
ち
ら
も
風
邪
に
似
た
症

状
で
あ
り
、
判
別
が
難
し
い
で
す
。
周
囲
の
方
へ

~ 

④
こ
ま
め
な
換
気

⑤
ワ
ク
チ
ン
接
種

東
区
地
域
支
え
あ
い
課

戸
坂
学
区
担
当
保
健
師

伊

藤

茜

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
医
等
の
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

寒
い
冬
を
健
康
で
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
一

人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
・
感
染
予
防
を
心
が
け

て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

※
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
制
度
に
つ
い
て

【
対
象
者
】
①
65
歳
以
上
の
方
②
60
歳
か
ら
64

歳
で
心
臓
、
腎
臓
●
呼
吸
器
の
障
害
又
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
害

が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当
の
障
害

を
有
す
る
方

【
制
度
の
内
容
】
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
1
,
6
0
0
円
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
対
象
者
の
う
ち
、
生
活
保
護
世
帯
ま
た

は
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る

方
は
接
種
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
証
明
で
き
る

も
の
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

【
制
度
に
関
す
る
問
合
せ
先
】
東
保
健
セ
ン
タ
ー

(
6
0
8
2
|
5
6
8
|
7
7
2
9
)
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先
日

(10
月
29
日
30

日）、

4
年
ぶ
り
に
「
戸

坂
公
民
館
ま
つ
り
」
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
開
催
の
た
め
、
食
堂
は
な
く
密
に
な
ら
な
い
エ

夫
を
し
、
「
今
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
人
で
、
楽

し
む
ー
．
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
無
理
の
な
い
よ
う
な

内
容
と
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
沢
山
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

地
域
団
体
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校
等
、

た
く
さ
ん
の
方
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
発
表
に
向
け
一
生

懸
命
に
練
習
を
し
、
作
品
制
作
に
取
り
組
み
、
準

備
や
当
日
の
手
伝
い
等
を
し
た
公
民
館
グ
ル
ー
プ

"
9
9
9
 

の
皆
さ
ま
の
連
携
の
た
ま
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。今
回
の
「
戸
坂
公
民
館
ま
つ
り
」
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
も
工
夫
を
し
、
皆
で
力
を
合
わ

せ
れ
ば
「
何
と
か
で
き
る
—
.
」
と
い
う
自
信
に
つ

な
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。公
民
館
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
「
学
習
の
場
」

溢•
ゴ
ロ
ナ
禍
で
の
公
民
1

戸
坂
公
民
館
館
長
熱
田

有
紀

の
役
割

く2020年3月作成＞

oolCI' 

現
在
、
皆
様
の
お
手

元
に
あ
る
「
戸
坂
学
区

防
災
マ
ッ
プ
」
は
平
成

3
1年

(
2
0
1
9年）

3
月
か
ら

1
年
間
か
け

隆
晴

で
あ
り
、
「
交
流
の
場
」
で
あ
り
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
場
」
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
様
々

な
年
代
の
方
に
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
「
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
」
と
し
て
、
人
と
人
を
つ

な
ぐ
「
場
」
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
栗
栖
前
会
長
（
防
災
士
）
を
中
心
に
戸
坂
学
区

の
防
災
士
が
掲
載
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
令
和
2
年

(
2
0
2
0
年）

3
月
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

デ
ー
タ
作
成
は
防
災
士
が
行
い
、
印
刷
は
東
区

役
所
と
い
う
分
担
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。

掲
載
デ
ー
タ
は
、
土
砂
災
害
の
寧
＿
―
―
-
＝
戒
区
域
と
太

田
川
氾
濫
時
の
浸
水
深
を
基
本
情
報
に
し
、
過
去

の
内
水
氾
濫
．
浸
水
地
域
を
色
塗
り
し
て
危
険
箇

所
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
樋
門
・
排
水
ポ
ン
プ

な
ど
の
水
防
施
設
、
．

A
E
D
や
公
衆
電
話
の
あ
る

場
所
、
調
整
池
・
た
め
池
・
堰
堤
等
も
表
示
し
て

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
と
し
て
、

戸
坂
公
民
館
の
屋
上
に
設
置
し
た
雨
量
計
の
デ
ー

タ
や
太
田
川
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
情
報
が
確
認
で

き
る
Q
R
コ
ー
ド
等
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
は
、
身
近
な
地
域
で
あ
り

な
が
ら
調
整
池
・
た
め
池
・
堰
堤
の
現
地
調
査
や

A
E
D
が
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
の
調
査
及
び
緊

急
時
の
協
力
依
頼
等
戸
坂
学
区
を
よ
り
身
近
に
感

じ
る
作
業
で
し
た
。
裏
面
に
は
、
防
災
マ
ッ
プ
を

見
て
、
自
分
の
家
の
避
難
対
応
等
を
各
家
庭
で
検

討
し
て
頂
け
る
よ
う
水
害
を
ベ
ー
ス
に
参
考
例
を

記
載
し
ま
し
た
。

こ
の
「
戸
坂
学
区
防
災
マ
ッ
プ
」
を
番
戒
レ
ベ

ル
の
変
更
や
掲
載
内
容
の
見
直
し
に
よ
り
、
現
在

改
訂
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
分
り
易
く
、
役

に
立
つ
防
災
マ
ッ
プ
を
目
指
し
作
業
を
進
め
、
皆

様
の
お
手
元
に
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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令和4年度理事・役員等名簿
(2022.10.1現在）

役職 氏名 選出区分

会長 秋本 昇 山崎町内会会長

副会長 川瀬節子 女性会会長、眉祉推進委員

副会長 山中春記 保護司会代表

副会長 岡田浅男 体育協会会長

会計 吉田俊郎 出江二丁目町内会会長

監事 山路隆晴 惣自主田町防災内会会会連長合会会長

監事 坪井秀登 桜東町内会会長

事務局長 大野裕幸 ふれあu1サ0';・福祉推泄委員

顧問 山路英男 市議会議員

顧問 田中秀生 防犯連絡協議会会長

理事 砂田勝造 戸坂小学校校長

理事 手賀 剛 戸坂中学校校長

理事 重岡伸治 瓜島中央特別支援学校校長

理事 熱田有紀 戸坂公民館館長

理事 宮本幹夫 千足町内会会長

理事 矢野龍男 山根町内会会長

理事 田村幸大 川根町内会会長

理事 森末清司 桜西町内会会長

理事 高下洋一 青少年健全育成連絡協議会会長

理事 栗栖和子 民く生るめ・児木璽町委内員会協会議長会会長

理事 田中季良 戸版小学校 PTA会長

理事 新宮文香 戸坂中学校 PTA副会長

理事 高野哲男 東消防戸坂分団長

理事 中閻孝治 防災士会会長

理事 西田靖子 点うンティアバンり21代衷

理事 浦下早苗 公衆衛生推進協議会会長

理事 小田るみ子 へさかっ子クラブ会長

理事 畠山直美 つくしんぼ作業所所長

理事 安井弘幸 おやじの会事務局長

理事 上中義則 防氾連絡協議会事務局長

理事 山田喜久雄 子ども会育成協議会会長

理事 佐々木静香 戸坂他域包岱支媛センター長

オブザーバー 坂本 泉 東区社会福祉協議会事務局長

オブサ＇ーバー 武本三智代 戸坂保育園園長

オブザーバー 高屋美千代 桜が丘愛育園園長

オブサーバー 鶴田佳子 戸坂児童館館長
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戸坂学区の人口及び世帯数

表彰おめでとうごいます

人 ロ 世 tel-市

住所名 総 数 日本人
外国人 総数

うち鉢人

計 男 女 計 男 女 世帯敦

戸坂くるめ木一丁目 1,809 835 974 1,774 820 954 35 850 823 

戸坂くるめ木二丁目 1,022 519 503 1,010 509 501 12 511 500 

戸坂千足一丁目 1,731 841 890 1,713 833 880 18 884 868 

戸坂千足二丁目 887 405 482 868 398 470 19 406 398 

戸坂山崎町 1,261 613 648 1,254 608 646 7 563 556 

戸坂惣田一丁目 583 288 295 573 283 290 10 288 279 

戸坂惣田二丁目 276 134 142 275 133 142 1 124 123 

戸坂桜束町 565 278 287 549 271 278 16 263 254 

戸坂桜西町 493 243 250 491 242 249 2 232 230 

戸坂桜上町 673 305 368 663 300 363 10 399 390 

戸坂山根一丁目 1,053 474 579 1,010 453 557 43 542 516 

戸坂山根二丁目 1,157 559 598 1,145 552 593 12 480 471 

戸坂山根三丁目 407 210 197 401 205 196 6 179 174 

戸坂中町 435 209 226 431 209 222 4 193 189 

戸坂出江二丁目 920 449 471 907 445 462 13 409 401 

計 13,372 6,421 6,951 13,172 6,261 6,803 208 6,323 6,172 

令和4年9月末現在 広島市統計データ抜粋

注 「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が平成24年7月に施行

され、外国人人口についても住民基本台帳制度が適用されることと

なったため、平成24年8月以降は、外国人人口、外国人世帯及び

複数国籍世帯が含まれます。


